
費
ふ
べ
き
光
覚
で
あ
る
｡

撒
水
に
数
々
の
蒐
大
問
題
を
残
す
乙
の
姿
を
後
に
し

て
.
我
々
は
黄
色
人
の
世
界
に
暇
お
告
げ
シ
べ
-
ヤ
経

由
鋸
閲
の
途
に
つ
い
た
｡
匪
賊
の
吏
衆
に
射
し
て
我
々

の
列
車
を
保
護
す
る
口
溝
雨
間
の
兵
士
が
､
銃
朗
を
光

ら
せ
な
が
ら
無
関
心
に
我
々
を
兇
法
っ
て
ゐ
る
｡

シ
ュ
レ
ー
ベ
ル
氏
柚
恥
施
行
紀
抄
粋

(
イ
リ
エ
ス
ト
ラ
シ
rn
ン
試
<
月
十
日
舵
)

南
懐
仁
が
支
那
に
紹
介
し
た
世
界
地
理
書
に
就
て

目

一
､
は

し

i..I.､
心

･3

三
､
押

力

凹
､
坤

料

■t
ヽ
h
r

叶
ヽ

17.i

カ

Eノ
班川令

川 .心 耳L!

.ヽ

_ヽド

吐
ヽ

l｢

.1じ

｣ノ
山

川
′

カ

ノ

点
け

七

㌧

氷

洋
史

上

に
及

ぼ

せ
る
好
鮮

八
､
結

吉

相
憶
仁
が
東
灘
に
紹
介
し
た
他
罪
地
珊
譜
に
就
て

鮎

洋

信

太

郎

B
r
は

し

が

き

キ

新
教
田
収
蔵
の
著
錆

高
岡
地
名
捷
璽

革
水
勢

丑
刊
)

は
記
す
窪
田
茂
超
の
序
に
も
'
西
洋
地
排
撃
の
精
評
を

記
し
'

つ
ゞ
い
て
｢
如
我
虫
部
'
四
線
海
岸
､奥
岬
.
屈
曲

平
直
'
内
地
山
脈
水
路
､州
郡
城
郭
､偵
分
粒
折
､
精
子
邦

人
所
袈
之
国
数
等
夷
､
而
荷
以
禽
獣
硯
之
可
乎
tL
云
々

と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
如
-
､
江
月
時
代

(
支
那
ほ
て
は

明
未
よ
-
晴
求
に
至
る
時
代
)
世
界
地
Igj.を
撃
ぶ
者
は

r･l(
]

五
九



地

球
∵

鱒

二
十
四
懲

皆
之
は
依
っ
て
啓
蒙
n
れ
所
謂
中
華
思
想
を
槍

で'
新

し
い
世
界
を
説
め
る
や
う
に
な
っ
た
｡
そ
し
で
証
に
其

の
結
果
は
本
m
利
明
の
酉
域
物
語
の
如
-
開
囲
通
商
貿

易
の
急
務
在
る
教
諭
ず
る
に
至
る
｡

此
が
や
が
て
明
治
維
新
展
開
の
精
榊
的
動
力
の

一
と

在
る
O
筆
者
の
故
ふ
近
世
東
洋
に
於
け
る
世
界
地
排
撃

史
の
諸
問
題
は
絶
て
か
J
る
歴
史
的
給
管
の
素
材
た
ら

し
め
よ
う
と
の
意
間
の
も
と
に
行
は
れ
る
の
で
あ
る
｡

従
っ
て
純
地
排
撃
史
的
研
究
は
輩
者
の
食
後
の
日
的
で

は
を
-
､
叉
主
と
し
て
歴
史
を
尊
ぶ
者
の
能
-
馬
し
稗

べ
き
も
の
で
も
夜
か
ら
う
｡
此
方
面
は
勿
論
地
5
.学
専

門
の
諸
士
に
得
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡
乙
J
に

見
る
南
懐
仁
の
世
界
地
班
も
石
の
如

き
意
味
か
ら
調
査

n
れ
る
の
で
あ
る
｡

さ
て
明
未
精
初
.

耶
蘇
愈
士
が
其
の
布
敦
手
段
と
し

て
中
開
に
讃
介
し
た
泰
西
科
撃
の
中
'
世
界
地
5
.に
関

す
る
も
の
に
就
4
1/

私
は
既
は
利
喝
資

(
日
本
大
理
文

撃
科
研
究
年
報
第

一
時
)
･
文
儒
略

(
地
球
二
三
の
五
､

二
四
の
二
)
等
の
英
を
簡
逃
し
穴
｡
共
等
の
縛
篇
と
し

節
五
紙

発

二

六

E

)

で
pJ
J
に
南
懐
仁
の
支
部
は
解
介
し
た
世
界
地
坪
啓
並

に
を
の
影
響
に
就
て
記
し
て
見
た

い
｡

こ
'
甫

懐

仁

略

歴

フ
ェ
ル
デ
ナ

ン

ド
･
フ
ェ
ル
''iI
I
ス

ト

(
F
e
r
d
in
a
nd

V
erbiest)盛
名
を
商
懐
仁
と
云
ふ

｡

一
六
二
三
年
十
月

二
九
日
'
白
耳
義
の
ビ
ア
ム

(P
ith
em
)
に
凍
れ
､
長

じ
て
耶
蘇
骨
に
入
っ
た
｡
マ

ル
チ

三

M
a
rtin
i)
･
ク
ー

プ
レ
(C
o
up
let)
等
と
共
に

一
六
五
六
年
ヂ
エ
ノ
ア
よ

-
支
那
に
向
っ

て
出
帆
し
た
が
､
途
押
地
中
海
で
傭
蘭

西
の
海
賊
船
に

輔
へ
ら
れ
､
贈
以
回
さ
れ
て
出
磯
を
改

め
た
｡
其
の
航
海
は
苦
難
に
充
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
が

一
六
五
八
年
七
月
に
換
門
は
着
き
､
其
の
翌
年
に
は
支

部
に
入
る
乙
と
が
招
魂
ね
｡
彼
は
西
安
府
に
選
ら
れ
カ

が
幾
何
も
在
-
順
治
碑
に
依
っ
て
北
京
に
召
さ
れ
た
の

で
､
賓
際
布
数
生
活
は
極
め
て
短

い
間
で
あ
っ
た
｡

fi

六
六
〇
年
に
嘉
師
は
到
着
し
カ
彼
は
先
輩
湯
薯
盟
の
後

他
者
と
し
て
､
湯
氏
の
助
手
と
な
カ
'
主
と
し
て
湯
代

の
曹
つ
て
ゐ
た
天
文
に
踊
す
る
事
業
を
輔
佐
し
た
｡
此

時
.
文
啓
や
異
聞
等
の
乙
と
は
後
に
見
る
閏
方
要
配
の



共
著
者
繁
文
瓜
へP
.
G
ab
riel
d
e
JV
ag
a
t
haens)が
､

賓
戯

(化
撃
)
･
製
作
等
の
rJ
と
は
同
じ
-
利

根
恩
(P
.

L
u
d
o
vic
us
B
u
g
tio
)
が
各
々
分
轄
す
る
rJ
と
は
在
っ

た
〇二
六
六
四
年
'
順
治
碑
の
死
後
t
L
ば
ら
-
改
構
が

構
政
の
下
は
あ
っ
た
時
､
彼
等
四
人
の
宣
教
師
は
骨
で

湯
若
等
の
馬
匹
其
の
椅
子
を
失
っ
た
欽
天
監
員
楊
光
先

の
籍
に
轟
階
を
受
け
､
官
人
た
る
湯
氏
は
別
と
し
て
他

.の
三
名
は
一
六
六
四
年
十

.1
月
十
六
日
よ
わ

.I
六
六
五

年
凹
月
十
五
日
に
至
る
閉
鎖
窓
ほ
っ
在
が
れ
､
断
罪
の

特
典
は
湯
氏
が
死
刑
は
'
他
の
三
人
は
杖
刑
の
上
追
放

の
･刑
に
廃
せ
ら
れ
る
rJ
と
J
を
少
'

1i
方
歓
洲
よ
か
連

行
さ
れ
た
二
四
人
の
宣
教
師
連

は
焼
栗

に
追
放
rbれ

た
Q/
た
ま
た
ま
此
時
北
京
地
方
に
大
地
震
が
引
縛

5'
で

起
つ
ね
が
輔
政
大
臣
等
は
rJ
れ
は
宣
教
師
等
ほ
封
す
る

刑
獄
の
正
し
か
ら
ざ
る
に
依
る
も
の
で
あ
ら
う
と
､
三

名
の
者
は
自
由
を
奥

へ
ら
れ
ね
｡
然
し
南
代
は
湯
氏
の

勝
敗
h
tも
要
求
し
て
自
ら
解
放
さ
れ

る
rJ
と
を
拒
ん

だp
時
､
叉
宮
廷
に
失
火
の
こ
と
が
起
少
､
湯
氏
を
も

摘
懐
仁
が
支
那
に
紹
介
し
た
世
鼎
地
理
啓
に
就
て

歯
周
を
し
て
解
放
の
止
む
な

き
ほ
至
ら
し
め
ね
｡
貼
し

湯
氏
は
其
れ
よ
-

.1
年
む
経

ず
し
て
､
復
職
の
日
数
も

見
ず
､

一
六
六
六
年
八
月
十
五
日
他
界
し
､
後
に
残
る

商
氏
と
其
の
同
僚
は
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
温
ん
で
北
京
に

ふ
み
留
っ
た
.
其
の
甲
斐
は
あ
っ
て
､
康
撤
帝
親
政
の

時
は
至
る
と
､
辞
は
先
づ
再
三
の
試
贋
を
以
て
厳
重
を

る
祝
事
を
行
は
せ
'
甫
氏
の
数
学

･
天
文
の
力
量
を
認

め
'
其
結
果
そ
の
天
文
暦
法
に
親
身
多
き
楊
光
先
を
免

職
し
､

一
六
六
九
年
二
月
に
は
南
氏
が

代
っ
て
欽
天
鑑

に
任
ぜ
ら
れ
た
Q
耶
蘇
食
士
等
は
此
に
依

り
七
枚
等
の

地
位
は
封
す
る
不
安
を

一
掃
し
た
わ
け
で
は

夜か
つ
カ

が
'
康
膳
骨
は
彼
等
に
封
し
て
年

l
年
と
厚
意
む
示

し

遼
ほ
は
唯
摘
み
南
懐
仁
と
封
座
し
て
口
々
兼
何
聾
や
天

文
撃
の
学
習
に
専
念
す
る
に
至
っ
た
｡
南
氏
は

1
万
亦

自
ら
溝
洲
語
を
尊
び
'
そ
の
文
怯
番
を
著
し
､
叉
､
所

謂
三
藩
の
大
反
乱
が
起
っ
た
時
に
は
薗
砲
の
修
繕
､
精

(l)

鋭
在
る
新
砲
の
製
作
を
命
ぜ
ら
れ
ね
｡
彼
は
又
漢
文
で

銃
砲
製
造
法
の
薄
物
(帥
威
固
説
G-･)
を
著
し
ね
と
噂

へ

ら
れ
る
が
現
存
す
る
も
の
を
知
ら
な
い
｡

t六
三

･;
(

1



地

球

節

二
十
四
牡

鹿
膳
帝
は
両
氏
の
春
仕
を
範
め
､
彼
は
種
々
厚
遇
を

輿

へ
p
叉

一
六
七

一
年
に
は
両
氏
の
き
ph
t容
れ
で
成
東

に
あ
っ
た
宣
数
師
連
の
内
地
宣
数
を
許
可
す
る
に
至
っ

た
｡
此
時
戯
兼
に
在
っ
た
宣
教
師
の
中
藤
法
に
通
暁
す

る
狗
逸
人

へ
ル
ド

リ
ヒ
ト
(
恩
班
格
)
｡
伊
太
利
人
グ
リ

マ
ル
デ

(
開
明
我
)
の
二
名
は
南
氏
の
要
諦
は
よ
っ
て

北
京
に
招
か
れ
p

後
更
に
有
名
な
徐
目
鼻

(P
erey
ra.

T
h
o
m
as)も
之
に
加

へ
ら
れ
て
上
京
し
た
｡
両
氏
は

所

謂
儀
弛
問
題

(th
e
controversy
about
ri
tes)に
掬

す
る
倦
み
か
ら

逃
れ
る
こ
と
が
用
水

た
が
､
乙
の
徐
目

鼻
と
の
争
論
を
持
た
ぬ
ば
怒
ら
夜
か
つ
敦
｡

彼
は
支
那
に
於
い
三
波
へ
つ
ゝ
あ
る
葡
萄
牙
の
勢
力

を
看
取
し
.
備
蘭
餌
王
に
俳
闘
耶
蘇
食
士
の
派
遣
を
誘

引
し
た
が
葡
萄
牙
人
で
あ
る
徐
目
鼻
は
此
と
兄
榊
を
英

に
し
て
ゐ
ね
｡
宙
氏
は
亦
彼
の
官
位
と
公
職
の
馬
に
中

傷
と
嫉
み
の
封
象
と
な
み
'
賓
際
上
布
敢
手
段
と
し
て

彼
が
数
撃
の
仕
事
を
馬
す
TJ
と
は
許
容
さ
れ
ね
ば
な
ら

覆

い
こ
と
を
幾
皮
か
法
王
に
沓
き
選
ら
ぬ
ば
夜
ら
夜
か

ヴ
光
o

節
五
雛

宍

四

六

二

然
し
'
商
氏
は
益
々
康
腰
砕
け
蒐
用
さ
れ
帝
の
登
内

巡
行
の

一
行
に
'
又
領
土
購
張
の
遠
征
に
常
に
件
放
れ

泰
西
科
撃
を
進
講
し
或
は
又
活
栓
と
外
囲
使
臣
と
の
問

の
迫
葦
と
し

て用
ゐ
ら
れ
7
PJ
と
も
あ
っ
た
そ
の
慨
､

カ

ル
ビ
ン
派
で
あ
る
和
蘭
に
好
意
を
寄
せ
た
と
は
考

へ

ら
れ
な
い
が
'
彼
は
襖
門
の
小
さ
い
入
支
の
補
習
に
勤

し
で
心
痛
し

て居
-
､

｢
方
'
賓
現
し
稗
べ

き
慧
教
師

等
の
陸
路
人

文の
路
は
盟
を
持
っ
て
ゐ
允
の

で
e
露
餌

霞
は
封
し
て
は
好
意
を
揮
っ
て
ゐ
ね
と
考

へ
ら
れ
る
｡

南
武
は
や
が
て
数
食
管
班
に
園
す
る
仕
事
拡
散
目
鼻

に
依
っ
て
取
っ
て
代
ら

れ
た
が
､
此
れ
を
知
る
い
と
ま

も
夜
-

一
六
八
八
年

.i
月
甘
入
口
は
死
去
し
て
し
ま
っ

た
｡そ
の
葬
儀
は
壮
麗
に
潜
ま
れ
､
彼
の
基
牲
利
鞘
饗
の

墓
所
の
近
-
に
作
ら
れ
た
｡

近
頃
､
白
耳
義
王
ア
ル
バ
ー
ト

(A
lbert)79
商
懐
仁

を
農
畜
し
て

｢
一
七
世
紀
支
郡
は

於
け
る

最
大
の
宣
敢

(二)

師
を
少
｣
と
云
は
れ
た
貰
う
で
あ
る
O

又
'
南
氏
は
多
-
の
漢
文
事
物
の
著
述
者
で
あ
わ
､



且
つ
､
支
郷
地
閲
底
本
製
作
者
の

7
人
で
も
あ
っ
た
｡

基
等
の
中
'
次
節
に
於
い
て
彼
の
世
堺
地
理
に
鏑
す
る

連
作
を
奉
げ
て
'
其
の
由
雄
其
他
に
就
い
て
解
説
を
試

み
た
い
0

1
｢大
技
'
放
縦
二
十
八
年
鍛
造
､
武
成
永
関
大
滑
罪

用､
髄
法
甘
南

偵
仁
｣
と
し
て
､
次
に
捕
洲
文
車
の
刻
さ
れ
た
大
砲

が弼
岡
市
笛
峠

糾
虻

の
墳
内
に

〟
門
あ
る
｡

此
の
.i
節
は
こ
の
小
論
の
虫
越
で
は
な
い
の
で
簡
単
に
犯
す
鴇
虫

と
し
て

S
.
C
o
u
tin
g
:
T
h
e
E
n
c
y
c
lo
p
a
e
d
i
a
S
inic
a
p
･
5
8
8

に
描

っ
た
｡
や
1
許

し
-

は

'
栄
伯

蹄
著
がg
敦
春
褒
'
肺

炎
新
山
氏

常
緑
朝
会
史
上
令

､
矢
野
仁

一
氏
著
近
世
支
那
外
交
史
､
山
口
昇
氏

嗣
臓
釆
人
の
支
那
に
於
け
る
文
化
串
栄
等

(
以
上
容
易
に
見
得
る
も

め
)
を
参
照
せ
ら
れ
た

い
｡

三
'

西

方

要

紀

西
方
要
紀

一
食
は
南
懐
仁

一
人
の
著
述
で
は
老
い
O

ア
ン
リ
｡
コ
ル
デ
ィ
エ
の

｢
第
十
七
｡
第
十
八
世
紀
に
於

で
欧
洲
人
が
支
那
に
於
で
出
版
し
た
著
述
の
番
目
｣

(
B
i

bti
o
g
r
a
p

hi
e

d
e
s

o
u
v
r
a
bO･eS
P
u
b
ti
6
s

e
n

C

hin
e

p
a
r

t
e
s

E

u
r
o
p
か
e
n
s

a
u

X
V

I
I
FJ
e
t

a
u

X
V
Ii
i
n

s

i
b
c
l
e
.
P

arist
90
)

.
p
a
r
Rq.
H
en
ri
C
ord
ier)
に

南
悦
仁
が
支
那
に
紹
介
し
た
倣
外
地
班
譜
に
就
て

は
利
根
瓜
の
部
に
入
れ
､
安
文
恩

･
南
懐
仁
の
共
著
と

な
つ
で
ゐ
る
0

聾
者
は
今
ー
此
番
の
単
行
本
を
見
る
こ
と
が
出
水
覆

い
が
'
康
鷹
丁
丑
(_
〓
ハ
九
七
)
に
刊
行
n
れ
光
昭
代
叢

藩
(
張
潮
編
)甲
集
忠
二
十
七
の
西
方
婁
配
に
も
明
ら
か

に
｢
泰
西
利
類
思
安
文
患
歯
懐
仁
者
｣
と
在
っ
て
ゐ
る
か

ら
此
番
の
著
者
は
右
三
名
と
見
て
誤
少
は
夜
か
ら
う
O

此
の
叢
番
中
の
酉
方
要
配
に
纏
っ
て
は
著
述
刊
行
の
年

月
を
明
ほ
し
難

5,が
､前
掲

コ
ル
デ
ィ
エ
の
番
目
に
疲
れ

ば

一
六
六
八
年
は
記
し
た
制
動
恩
安
文
瓜
及
岡
懐
仁
の

序
文
が
つ
い
て
'
其
の
翌
年

.i
六
六
九
年
の
日
附
で
刊

行
さ
れ
た
も
の
ら
し
-
'
英
名
は
御
磨
両
方
要
紀
と
在

〓
)

っ
て
ゐ
る
｡
此
春
名
の
如
-
内
容
(最
後
の
酉
士
の
健
)

か
ら
見
て
も
此
藩
は
康
腰
骨
の
下
問
に
答

へ
た
79
の
む

編
逃
し
て
出
兼
ね
も
の
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
.

其
の
内
容
を
覗
ふ
馬
は
此
番
の
分
つ
二
十
項
目
を
畢

ぐ
れ
ば
'
闘
士
(
五
大
洲
等
)
､
路
程
(
西
欧
よ
少
中
開

へ

の
源
陸
路
等
)､
源
舶
(
洋
加
の
構
造
･船
員
等
)'
源
奇

(
珍
奇
在
る
免
租
等
)､
土
産
(
欧
雁
巴
の
嬰

錬
産
物
等
).

天

鑑

六
二
】



地

球

第
二
十
四
番

製
造
(
工
数
的
生
産
品
等
)'
衝
撃
(
閣
歓
の
撃
制
等
)煤

飾
･風
俗
｡法
度
･交
易

(貨
幣
其
他
)
､
飲
食
･醤
撃
･性

情
(
欧
人
の
荷
直
･重
信
の
情

＼

酒
院
(病
院

･
養
老
院

等
)'
官
軍
､
城
池
兵
備
'
婚
配
､
教
法
(
天
主
教
)'
酉

士
(
支
那
在
任
耶
蘇
骨

士
の
rJ
と
を
記
す
)t
と
在
っ
て

ゐ
る
｡
斯
-
此
番
は
別
に
統

1
も
順
序
も
夜
-
､
･鹿
凧
仙

骨
の
下
欄
に
答

へ
ね
歓
雁
巴
人
文
地
球
を
郊
熱
と
記
し

た
も
の
で
あ
る
｡

1

｢御
盟
出
身
嬰
紀

-Y
u
tan
si
f
an
g

y

ao
ki.-
民
かm
oire
s

su
r
te
s
p
a
y
s
d
'O
c
cid
en
t
(a
.E
u
r
o
p
e

).
()atか
de
L669
,

av
ec.
un
rapp
ort.()668)desP
.

B
u
gl
io,
de
M
ag
alh
a
e
n
s

e
t
V
e
r
b
i
e
s

t
.｣

(前
掲
吏
入
質
)

四
､

坤

興

国

詑

此
の
事
は
次
節
の
坤
輿
全
図
初
版
(
一
六
七
四
)
は
先

立
つ
乙
と
二
年
､

〓
ハ
七
二
年
に
上
下
二
巻
本
と
し
て

(こ

刊
行
さ
れ
た
｡
段
階
酢
の
編
輯
し
た
｢
精

確
｣
叢
書
の

甲
に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
が
'
筆
者
は
残
念
夜
が
ら
未
だ

(二)

に
畢
村
本
も
叢
沓
本
も
見
る
乙
と
が
出
来
を

5,｡
四
庫

教
番
線
日
提
要
の
坤
輿
固
改
解
放
に
従

へ
ば

｢
是
啓
上

鮮
尤
挽

天
火

六
四

食
'自
こ坤
輿
】革

入

物
7
分
一･十
五
健
丁
皆
言
二
地
之
所
▽

鍾
.下
巻
載
二
海
外
諮
問
混
旦
山
川
民
風
物
産
;分
為
二
五

大
洲
;
而
終
レ之
以
二酉
洋
七
奇
問
龍
山
大
致
典
二又
儒
略

職
方
外
紀
五

胡
出
入
､
而
亦
時
有
二詳
略
異
同
;J
(
返
鮎

等
者
)
と
あ
ヵ
'
又
貌
陳
の
絹
す
る
海
図
同
志
巷
七
六

問
地
線
論
下
は

｢
南
懐
仁
坤
輿
固
龍
｣
と
し
て
引
用
さ

れ
た
文
章
を
見
る
と
幾
分
の
出
入
は
あ
る
が
殆
ど
後
述

坤
輿
金
岡
の
記
事
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
朗
か
ら
推

察
し

て､
上
巻
の
十
五
候
は
後
に
見
る
坤
輿
粂
間
中
地

珊
通

論的
記
述
と
し
て
の
記
事
中
十
六
候
の
｢
梅
舶
｣
搾

け
性
質
上
除

い
溌
十
五
候
と
大
鰭
同
様
の
も
の
で
あ
ら

う
と
想
は
れ
る
｡
下
巻
は
や
は
-
坤
輿
金
閣
の
五
大
洲

各
々
の
絶
説
や
各
地
の
地
誌
を
輯
め
た
も
の
と
大
同
小

異
の
も
の
で
あ
ら
う
｡
其
他
四
塵
紙
目
に
疲
れ
ば
此
藩

は
東
方
朝
の
醐
輿
経
や
周
密
の
努
単
離
識
等
と
同

1
の

記
事
を
持
っ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
が
､
此
の
通
わ
が
職

方
外
配
と
相
違
す
る
主
鮎

で
あ

ら
う
｡
ア
ン
-
･
コ
ル

デ
ィ
エ
は
其
の
番
目

(前
掲
)
は
此
藩
に
就

い
て
'
文
傭

略
と
共
著
の
如
-
ほ
扱
は
れ
で
ゐ
る
が
､

(坤
輿
園
設



K
o
u
en
y
u
ton
chouo.-
C
osm
ogr
a

p
h
ie
.

p
a
r
te

P
.

V
e
rb
ies
t

et
le
P.
A
ten
i.
)
文
儒
略

は
既
に
之
よ

･a
先
二

十
飴
年
前
(
〓
ハ
四
九

年

)

は
死
去
し
て
ゐ
る
か

ら
此
番
の
述
作
に
興
っ
て
ゐ
在

い
rJ
と
は
云
ふ
ま
で
も

を

い
0
此
れ
は
文
民
と
共
著
と
し
た
い
濃
文
氏
の
職
方
外
紀

と
商
氏
の
叩
興
国
龍
と
は
北
ハ通
の
鮎
が
多

い
か
ら

コ
〝

デ
ィ
エ
む
し
で
斯
る
不
思
議
を
踏
誤
を

犯
さ
し
め
た
も

の
で
あ
ら
う
｡
光
も
両
氏
は
坤
輿
固
散
を
著
す
に
際
し

て
職
芳
外
貌
の
記
事
を
其
俵
探
っ
た
所
が
多

い
の
で
あ

(三
)

ら
ケ
か
ら
､資
質
上
か
ら
は
コ
ル
デ
ィ
エ
の
云
ふ
如
-
文

氏
と
の
共
著
と
見
る
の
が
至
督
か
も
知
れ
を

い
｡
然
し

例

へ
内
容
を
其
蟻
凍
っ
た
に
し
ろ

形
式
上
は
コ
ル
デ
ィ

エ
の
解
説
は
親
身
で
あ
る
｡

一
｢南
氏
於
〓
ハ七
三
年
､
又
刊
印
坤
内
田
敬
二
冊
､
施
解
秤
坤
朋
仝

脚
之
川
L
云
々
(徐
宗
徳
著
明
米
綿
初
離
職
.3
畢
之
仲
人
､
〓
ハ)

(≡) (二)
本
北

洋
文帖
｡僻
恭
生
文
舶
･
帝
幽
間
者
館
等
に
も
此
省
へ設
啓
｡単
行

)
は
見
常
ら
な
い
｡

ワ
イ
リ
の
番
目
に
も
文
儒

帖
の
職
方
外
紀
仰
故
に
続

い
て

ニ
A
b
ou
t
h
a
Jf
a
c
en
t
lN

y
ta
teT
.
F
e
rd
in
an
d
V
e
rb
ies七

滴
憤
仁
が
支
部
に
軸
介
し
た
世
耕
地
規
省
に
試
て

p
u
b
tis
hed
another
sm
a
tl
g
e
o
g
ra
p
hical
w
ork.en
tit.ted

農
旗
国

舞
E
.w
an
y
u
t
.〇
o
sh
w
vo,
a
g
reeing
in
the
m
ain

wi
th
A
ten
i.a,
b
u
t
cont
a
in

in.
g

f
u
T
t.h
e
r

in
f
o
r
m

a
t
io
n

o
n

s
o
m

e
point
,a."
(W
ytie
:N
ot.eo
n

C
h
i
ne
se

Literatu
r
e

p

.58)
と
あ
る
〇

五
､

坤

輿

全

国

南
懐
仁
の
支
那
に
紹
介
し
た
世
界
地
班
の
申
此
の
坤

輿
金
岡
は
最
も
義
要
を
7P
の
で
あ
る
｡
此
の
せ
鼎
固
刊

行
に
就

い
て

一
般
に
は

一､

康
闇
十
三
年
二

六
七
四
)､
北
京
刊

二
㌧
成
盟
六
年
(
一
八
五
六
)'
鹿
瀬
刊

三
､
威
盟
十
年
(
一
八
六
〇
)'
朝
鮮
京
城
刊

〓
)

等
が
知
ら
れ

てゐ
る
｡
然

し
秋
岡
武
次
郎
教
授
の
御
示

教
は
壕
れ
ば

此外
に
も
数

回
刊
行
さ
れ
て
ゐ
か
さ
う
で

あ
る
｡
右
に
拳
げ
ね
三
本
は
大
鰻
同
形
で
あ
る
が
朝
鮮

重
刊
閲
は
其
の
訣
別
記
事
の
配
置
等
に
多
少
の
異
同
が

あ
る
｡
此
の
世
界
園
は
余
憤
を
八
枚
に
分
け

(
1
楓
が

六
四
〇
粍

×
7
六
八
二
雅
､
園
の
回
の
最
内
径

1
臥
五

五
粘
､秋
岡
武
次
郎
敢
授
着
地
同
輩
史
三
三
百
に
嬢
る
)

て
木
版
刷
に
し
た
大
地
国
で
有
名
を
利
鞘
蟹
の
坤
輿
甫

天

心

六
五



地

球

蟹

宇

四
谷

開
金
岡
と
殆
ど
同
様
の
幅
員
"LJ持
つ
が
.
聞
式
は
両
者

相
異
少
､
利
氏
世
界
間
が
所
謂
ア
ピ
ア
ヌ
ス
投
影
法
と

呼
ば
れ
る
卵
形
岡
で
あ
る
ほ
勤
し
'
南
氏
の
坤
輿
金
岡

は
赤
道
表
面
投
影
に
依
る
耐
牛
球
団
で
あ
.N)
0

其
の
中
に
は
利
喝
翼
世
界
間
と
同
様
漢
文
の
地
班
的

説
明
が
あ
ら
､
更
に
奇
怪
在
る
動
植
物
等
の
紳
苗
が
記

入
さ
れ

てゐ
る
.
八
枚

一
組
の
申
両
端
の
各

一
幅
は
北
ハ

ほ
地
間
と
は
燭
立
に
｢
四
元
行
之
序
並
其
形
｣
｢
地
球
南

北
両
極
必
封
二
天
上
山

南
北
両
極

不
レ
離
二
天
之
中
心
]J

(
返
鮎
筆
者
)
｢
地
図
｣｢
地
憶
之
圃
｣｢
地

覧
｣
｢
人
物
｣｢
江

河
｣｢
山
岳
｣
｢
雨
雲
L
｢
或
問
潮
汐
之
為
既
着
何
也
｣
｢
風
｣

｢
海
之
潮
汐
｣
｢
束
行
｣
｢
海
水
之
動
｣
等
の
楳
項
を
設
け
て

白
熊
地
班
的

説
明
を
な
し
て
ゐ
る
｡
又
此
等
と
同
列
に

樫
か
る
べ

き
｢
海
族
｣
｢
源
舶
｣
の
故
明
が
間
中
に
記
る

さ
れ
て
ゐ
る
｡
商
氏
坤
輿
金
岡
に
於

い
て
右
は
地
理
通

論
と
で
79
-元
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
C

次
に
五
大
洲
は
就

いて
は
先
づ
組
給
が
試
み
ら
れ
る

特
に
歓
確
巴
に
は
｢
歓
羅
巴
組
数
｣
､
亜
弗
利
卸
に
は
｢
利

光
亜
纏
#
.｣
と
項
目
を
記
し
て
ゐ
る
｡

鰐
五
班

三
八八

六

六

そ
れ
に
次
い
で
各
地
に
就
い
て
雅
然
た
る
地
球
的
孜

明
が
註
記
さ
れ
て
ゐ
る
｡
南
氏
坤
輿
全
国
は
利
鞘
蟹
の

世
静
間
や
文
儒
略
の
職
方
外
配
所
戟
寓
関
金
同
等
と
は

相
曹
長

)､
時
間
的
距
離
が
あ
る
の
で
全
般
的
に
は
前
者

よ
カ
飴
誓

輿
に
虻
づ

5,
て
ゐ
る
｡
然

し
､
証
記
さ
れ
た

間
数
に
至
っ
て
は
五
十
飴
年
前
の
文
民
職
方
外
貌
の
記

事
を
其
の
俵
探
っ
て
記
入

し
た

と
見
ら
れ

る
所
が
多

い
0
而
し
て
織
方
外
紀
は
其
の
名
の
如
-
支
郵
及
び
其

の
勢
力
範
囲
の
地
球
を
歓
-
の
で
あ
る
が
南
氏
の
坤
輿

登
園
は
支
那
は
勿
論
其
他
亜
翻
並
全
部
の
地
沖
を
備

へ

で
ゐ
る
｡

一
例
を
馨
L,
れ
ば
織
方
外
紀
に
は
我
閲
の
地

球
を
散
-
が
'南
氏
坤
輿
全
図
に
於
い
て
は

｢
日
本
'
乃

海
内

一
大
島
､
長
三
千
二
首
里
'
寛
不
レ
嬰

六
官
軍

今

有
二
六
十
六
州
;
各
有
二
問
責

俗
荷
二強

力
;
維
レ
有
二組

王
誠

常
襲

弧
臣
義

民
多
暫
レ
武
､
小
習
妄

'
土
産
二銀

故
好
漆
真

壬
生
与

､
空

二
十
､
以
生

誕
レ
之
'
共
闘
大

抵
不
レ
窓
署
石
云

畢

姦
銀
及
甘
露
琴

｣
(
返
断
筆
者
)

と
あ
み
､
此
の
記
事
は

〓
ハ
〇
二
年
の
利
喝
嚢
世
界
間

と
仝
-
同
文
で
あ
る
｡
其
他
職
方
外
配
の
放
く
亜
細
亜



洲
中
の
地
理
は
利
氏
世
界
問
と
同
文
の
所
が
多

い
0
然

し
rJ
-･
で
注
意
す

べ
き

は
日
本
間

の
方

は
奮

い
利
氏

世

外
聞

の
方
が
温
か
に
異

は
近

い
こ
と
で
あ
る
｡
利
氏
世

界
間
中

の
日
本
間
は
豊
海
固
篇

又
は
其
れ
と
同
系

の
も

の
に
櫨

つ
ね
と
恩

は
れ
る
五
十
飴

ケ
問
が
記
入
さ
れ
て

(二
)

ゐ
る
が
'
覇

氏
坤
輿
金
間
中
の
日
本
間
に
は
｢
並
法
｡安

打
記

･依
門

･鮎
怒
守
｡
来
室
光
義
n粗
米

｡
亜
紀

･
那
加

多
｣
と
云
ふ

い
か
ほ
も
外
囲
地
間
か
ら
其
煙

管
詳
し
た

か
と
息
は
れ
る
地
名
が
記
入
さ
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
､
此

鮎
利
氏
世
界
間
よ
り
退
歩
し
て
ゐ
る
｡

こ
れ
に
依

っ
て
見

る
と
'
南
氏

は
地
閲
に
於

い
て
は

利

｡
文
二
氏
の
も

の
を
見

ても
其
れ
に
疲
ら
ず
､
璃
立

に
他

の
原
本
に
従

っ
て
描

き､
同
税

に
於

い
て
は
逆
に

殆
ど
文
氏
職
方
外
配
に
従

ひ
'
足
ら

ざ
る
所
を
利
氏
世

界
閲
叉
は
彼
自
身

の
知
識

に
依

っ
て
補

つ
ね
と
見

ら
れ

肖
勇

る
｡
獅
'
他

の
想
像
を
回
ら
す
怒
ら
､
文
儒
略

の
職
方

外
紀

の
原
本
と
な

っ
た
世
邪
閲
と
両
氏

の
坤
輿
全
図

の

握

る
世
静
岡
と

は
同

一
の
も
の
か
と
も

1I
臆

は
考

へ
ら

れ
る
｡
然
し
地
閲

は
両
者
金
-
形
式
h
=J異
ほ
し
で
ゐ
る

揃
怯
仁
が
滋
邦
に
糾
介
し
た
≠
外
地
州
辞
に
放
て

の
で
､

FJ
/
で
は

い
づ
れ
か

ゞ
原
本
と

は
相
違
し
て
ゐ

る
fJ
と

は
な
る
の
で
あ
る
｡
従

っ
て
寧
ろ
南
氏

は
地
間

と
間
数
と

は
別

々
に
依
疲
す

る
所
が
あ

つ
た
と
考

へ
た

い
O

S

摘
氏
坤
輿
公
開
解
版
(
〓
ハ
七
凶
)は
我
関
で
は
束
沖
波
郎
北
に
赦

桐
武
次
郎
教
授
が
桝
赦
せ
ら
れ
'朝
鮮
菰
刊
本
は
枕
木
(両
端
闘
散
の

こ
幅
を
紋
-
)
六
枚
が
東
城
帝
大
に
所
赦
せ
ら
る
1
-E
｡

大
勝
滞
船
剛
節
の
日
本
剛
と

同
株
の
順
序
で
'
北

の
方
か
ら
､
位

渡
･能
登
･加
数
｡越
中
後
｡常
陣
｡
武
赦
･安
静
･伊
豆
･上
下
絶
･駿
河
･

近
江
･
三
河
｡川
羽
･陸
奥
･
上
下
野
｡信
池
･飛
騨
･英
紙
｡虹
江
･丹
後
早

但
描
也閃

幡
･伯
岨
中山
城
血河
内
｡
大
利
･利
泉
｡柿
沖
｡揃
廓
･石
見
-;

賀
･隠
岐
｡備
前
中
級
,美
作
･安
薬
｡周
防
｡長
門
｡紀
伊
｡防
放
･仰
漁
｡

土
佐
品
･丸前
後
｡銑
前
後
｡肥
前
後
6陣
牌
等
の
紙
鯛
が
紀
る
さ
れ

て

ぬ

る
｡
排
煙
は
何
鹿
を
摘
す
か
分
ら

ぬ
が
舘
髄
剛
節
や
之
と
同
系
の
日

本
圃

に
は
記
入
さ
れ
て
､
一
の
特
徴
を
な
す
財
布
で
あ
る
｡

三

南
氏
坤
興
全
問
舶
柵
郎
洲
に
は
利
氏
壮
外
聞
と
同
一
の
批
記
を
な

′-
lし
た
桝
が
多
い
.
術
､
湘
柄

｢文
相
略
の
織
方
叶
紀
に
就
い
て
J

(地

球
t〓
こ
の
五
)
に
文
｡
絹
二
氏
の
伽
明
文
が
辞
し
い
桝
が
多
い
こ

と

を
以
て
､
原
本
を
考
ふ
る
に
何
等
か
の
平
が
ゝ
p
に
な
る
か
と
記
し

て
世
い
た
が
､
斯
う
し
た
見
方
を
す
る
と
､
沸

れ
は
触
駄
で
あ
っ
た

胎
南
氏
坤
興
'仝

榊
lB
r本
に
就
て
溢
川
元
番
地
虫
は
千
六
官
六
十
年
前

後
の
僻
糊
と
さ
れ
て
み
る
｡
(藤
川
氏
臼
本
地
郎
騨
史
二
九
五
井
)

(未

･.Ji
)

二
･.I;).

六
七


